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なぜ私たちは他のテスターの動向を知りたいのでしょうか？

テストの現状調査
レポートへようこそ

⼈間という複雑なシステムの中で、無害なバグとして通過したかもしれない⼩さな
ウイルスが、⼈類というさらに複雑なシステムの集合体にいかに⼤きな影響を与え
るのかを私たちは⾒せつけられています。

合理的に考えれば、このバグは⽐較的⼩さく、作⽤も⻑く続くものではありませ
ん -映画やSF本で描かれるようなゾンビだらけの世界の終末には決してなりません
-ありがたいことに実際そうでしょう。⼈類は冷徹でドライな数字では考えないも
のです。私たちが⾝近な⼈たちの⽣命や⾃分の⽣命について語るとき、私たちは単
純明快な統計の先を⾒据えています。

最近の出来事が私たちに⽰していることの⼀つは、新しい状況や変化する状況に迅
速に適応することの重要性です。これはCOVID-19の時代に必須であるだけでな
く、テスターの⽇常業務にもこれまで以上に関連します。私たちが知っていたよう

な現実が変わり、刻々と変化する技術
や要求に対応するためには、迅速に適
応していかなければなりません。

テストコミュニティもまた、すべての
社会的・業務的チャンネルで私たちの
専⾨職のメンバーが展開する連帯、⽀
援、援助の無数の⾏為をもって、個⼈
への配慮を⽰しています。たとえ無信
⼼であっても、⼈類と私たちの不合理
な振る舞いに神の加護はあります！こ
のように振る舞うことが私たちをグ
ローバルなヒューマンコミュニティに
するのです。

親愛なるテストコミュニティの皆さ
ん、がんばりましょう！

最後に、この世界的なCOVID-19の流
⾏により影響や損失を受けている⽅、
受けた⽅、受ける可能性のある⽅へ。
お⾒舞い申し上げます。私たちの⼼と
思いが届きますように！

それではレポートに戻りましょう。

私たちのテストのエコシステム
を継続的に改善することを⽬的
に、第7回テストの現状調査の
結果と分析を共有します。共通
の知識や経験、時には過去に多
くの⼈が経験した失敗をもと
に、お互いに学び合って、より
良いテスターになるために、よ
り良い明⽇を創造していけるよ
うに、これらすべての共有は⾃
由とします。

ぜひ楽しんで、学んで、みんな
で共有して、みんなの将来の利
益のために、より良いプロを⽬
指してください！

-Joel＆Lalit

そう、これは2013年にスタートし今回で7
回⽬となるレポートへの歓迎のメッセージ
なのですが、これまでに書いてきたものと
は全く違うメッセージを届けたいと思いま
す。このメッセージは世界が変わってしま
ったからこそのものであり、この事実を無
視するのは筋が通らない（もしかしたら無
責任）でしょう。
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【テストの現状調査2020⽇本語翻訳チームから】
このレポートは、イスラエルのPractiTest社のJoel Montvelisky⽒とインドのTea-Time with Tester誌発刊者のLalitkumar Bhamare
⽒が2013年から毎年実施している『State of Testing Survey』の7回⽬、2020年版のレポートを翻訳したものです。
今回の調査は2020年1⽉〜 2⽉にWeb上で⾏われ、1000⼈以上のソフトウェアテストのプロフェッショナルから回答がありまし
た。回答の集計と分析作業はCOVID-19流⾏拡⼤の中で⾏われ、少なからず作業への影響があったようで、レポート冒頭のJoelの
メッセージもこれまでとは違ったものになっています。
この調査は毎回同じ質問をしてテストコミュニティの動向変化を把握することを基本としていますが、最新トレンドの把握や動
向の深掘りのために新しい質問項⽬も少し加えられています。今回は、CI／CD（継続的インテグレーション／継続的デプロイ）
の導⼊が進む中でテストチームがどの程度CI／CDプロセスに関与しているのか、Agile Testingにおけるチーム全体アプローチ
（Whole team approach）の実践が進む中でテスター以外の職種の⼈がテストする割合がどのように変化しているのかの質問が
追加されました。
アジャイルやDevOpsの進展、ビジネス側からのデジタルトランスフォーメーションの要請を背景に、テストチームやテスト技術
の状況変化がますます早くなっています。このような変化をこのレポートから読み取り、よりよいテスターライフを送るための
参考にしていただけますと幸いです。

2020年7⽉
⽇本語翻訳チーム⾠⺒敬三、藤原史和、根本紀之、⼭下颯太、中村祐輔、やのよしを
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第⼀章 -回答者の統計情報

2019

2020
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あなたの現在のテスト担当者としての職位は...

23.5

テストリーダー
／マネージャー
／ディレクター

20.5

テスター／
テストアナリスト

7.5

テスト⾃動化
エンジニア

ソフトウェア
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開発者

2

コンサルタント
／フリーランス

22.5

Developers in
Test／SDET

2

テストアーキテクト

28 27

1.5

テストエンジニア
／QAエンジニア

アンケートに回答した⼈の分布に⼤きな変化はなく、テストの
専⾨家からの回答が⼤半を占めています。とはいえ、⾃分を開
発者、開発リード、またはSDETと定義している回答者も6.7%い
ました。⾃分をスクラムマスターと定義している⼈は1%未満で
した。

”その他”の回答の中には、次のようなものがありまし
た。エスカレーションマネージャー、UXリード、デ
リバリーディレクター、数名のビジネスアナリスト、
そして去年までと同様にアカデミー関係者からも回答
がありました。

1

28

1

テストコーチ パフォーマンス
テスター

0.5

16.3

0.9 0.5

7.2

0.5

2.5

<0.5

2.2

0 NA

2.5

0.8 NA

スクラムマスター

2

開発チーム
リーダー／
マネージャー

6.5

2

5.0

その他

0.8

プロジェクト
マネージャー

⼀体化した
チームの
エンジニア

DevOps
エンジニア

次のうちあなたの職責と肩書に最も近いのはどれですか？
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第⼀章 -回答者の統計情報

テストの仕事が全てですか？
あなたの職務でテストの活動は何パーセントの割合を占めていますか？

この質問をするのは今年で3年⽬になります。⼀⾒すると数字は去年と同じように⾒えるかもしれませんが、傾向を⾒ると、常にテストを⾏っている
テスターの割合は⼀定ではありますがゆっくりと減少していることが分かります。その減少は、テストを⾏っている時間が50%以下のテスターの増加
と釣り合っています。

このことは、専⾨職としてのテストがより強固になっていること、左右に拡⼤していること、そして多才でありチームに質の⾼い価値を付加する追加
タスクのオーナーシップを持つ必要性が⾼まっていることを私たちに⽰しています。どのような分野やタスクがあるのか疑問に思うかもしれません
が、読み進めていくと、次のページ以降で、これらの追加の仕事のいくつかが分かります...

また、数値をよく⾒ると、テスターの年功（どのくらい⻑くテストに従事しているか -次の質問を参照）と、テスト以外のタスクに費やす時間割合と
の間に関連性があることも指摘しておきたいと思います。これは、組織が私たちに「他のこと」をするように求めていることだけでなく、この分野で
の私たちの成熟度にも関係していることを意味しています。

100%〜 75% 75%〜 50% 50%〜 25% 25%以下 その他
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あなたのテスト分野での経験...
どのくらいの期間テストの仕事をしていますか？

2020 2019 2018 2017

1年未満 1〜2年 2〜5年 5〜10年 10年以上
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0

20

30

40

50

11 11
7 8

24.5
27

2424
25.5 26

28.527 28.5 27

32.5

37

5
7

10.5 9

トレンドを⾒つけるには、
数年間の数値の状況からデ
ータを⾒るのがよい⽅法で
すが、ここでは、テスター
はより⻑い期間同じ分野に
いることが⼀般的な傾向に
なっており、テストの専⾨
家として経験を⻑く積んで
いる⼈が増えていることが
⾒て取れます。

これは昨年の傾向と⼀致し
ており、テスト⼈⼝全体に
占める新規テスターの割合
が減少しています。
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ヨーロッパ 41.1%
USA／カナダ 22.4%
インド 9.5%
アジア（インド以外） 4%
ロシア＆旧ソ連 4.3%
アフリカ 5.4%

2.9%
ラテンアメリカ 6.7%
中東 3.7%

オーストラリア／
ニュージーランド

あなたの働いている地域は... どの国で働いていますか？

第⼀章 -回答者の統計情報

22.4%

41.1%

6.7%

3.7%

2,9%5.4%

4.3%

4%

9.5%
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テストやテスト関連の仕事の年収は...
第⼀章 -回答者の統計情報
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5K 15K 20K 37K 95K

ロシア＆旧ソ連

ラテンアメリカ

15K NA 28K 39K 49Kインド

21K 29K 35K 52K 69Kヨーロッパ

中東

USA／カナダ

*NA - 結論を出すのに⼗分なデータがない。
すべての数字は⽶ドル

1年未満 1〜 2年 2〜 5年 5〜 10年 10年以上

アフリカ 7K 24K 50K 78K NA

5K 18K 20K 24K NA

68K52K 85K 89K 111K

アジア

オーストラリア／
ニュージーランド

NA NA 40K 59K 95K

15K NA NA 60K 86K

NA 40K 65K 76K 87K
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Section 2 - Education and training
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テスターになりたくて
テストを学び始めた

2020

2019

2018

25
23.5
21

学⽣、またはインターンと
して仕事を始めてそのまま
続けている...

初めての職としてテスターを
選ぶことが容易だった

偶然テストを
始めることになった

⾃社内で他のIT関連の
仕事からテストに
異動してきた

⾃社内で他の⾮IT関連の
仕事からテストに
異動してきた

21
20.5
18.5

14
17.5
22

8
6.5
6.5

9
12
12

2
NA
NA

6.5
5.5
6

14.5
14.5
14

昨年と同様に、⾃社内で他の仕事からテストに移動してきた⼈を合算すると最多の回答となります。このことは専⾨
職での昇進を考えている⼈にとってテストの⼒がキャリアパスにつながるという思いを強くします。
また正式な研修機関を経由してテストに⼊ってくる⼈も継続的に減少しています。
最後に、今年は「チーム全体テスト」の⼀環でテストしているという選択肢を⼊れましたが、これは回答者の2%で
した。これはまだテストの専⾨家の⼤部分を占めているわけではありませんが、今後数年でこの数が増えていくこ
とを期待しています。

テスターではないが、
「チーム全体テスト」に
移⾏したためテストを
している

その他

© 2020 - PractiTest & Tea-Time with Testers. All rights reserved. 11

第⼆章 -教育とトレーニング

どのようにしてあなたはテスターになったのですか？
何をきっかけにテストの仕事を始めましたか？
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どのように「テスト」を学んでいますか？ -現在、そして仕事を始めた時
知識を⾼め、テストのスキルを磨くために、現在、もしくは以前から続けて⽤いている⽅法は何ですか？（複数回答あり）
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38.5ピアメンター

複数回答が可能なため、合計が100%を超える可能性があります。

43

65

38.5

7.5

4.5

2.5

55.5

46.5

43.5

27

14

41

37

31

7

57

40.5

7

4.5

4

56

40.5

40.5

32テストの雑誌

19他分野（⼼理学、ライティングなど）

テストの課程

ウィークエンドテスト／Miagi-Do *1

まずやってみる

テストの書籍

カンファレンス／ミートアップ／セミナー

38認定資格／教育コース

例年と同様に、カンファレン
スに参加したり、オンライン
リソースを利⽤してスキルを
磨くテスターは増えています
が、正式なトレーニングを受
けるテスターは少なくなって
います。

ここにある「その他」の回答
を⾒るのが好きなのは、⼈々
に知識を広げ続ける⽅法につ
いてのアイデアを提供してく
れるかもしれないからです。
多く追記された回答：
Udemy*2テスト⾃動化アカ
デミー、Coursera*3、
StackOverflow*4、社内の他
のテスターとの会話などで
す。

2020 2019

ウェビナー／ポッドキャスト

49

56.5

67.5

7.5

21

16

2.5

49.5

44

45

35.5

40

34

5

4

正式なトレーニング
32.5オンラインコミュニティ／フォーラム

34.5Facebook／Twitter／Linkedin／ブログ

テストコンテスト

5その他

【⽇本語翻訳チームコメント】
*1Miagi-Do（http://www.shino.de/tag/miagi-do/）
Miagi-Doの由来はご存知ですか？名前は映画ベスト・キッド（The Karate Kid）で主⼈公の少年に
空⼿を教える⽇本⼈の⽼⼈のミヤギさんから来ています。Doは「道」です。欧⽶ではテストやソフ
トウェア開発の⼿法の⽤語として、型（kata）とかの⽇本語⽤語が使われたりしています。
*2 Udemy（https://www.udemy.com/）
誰でも先⽣になって⾃分の講座をインターネット上に公開できる教育プラットフォームです。
英語が中⼼ですが、11の⾔語に対応しており、⽇本語の講座も公開されています。

*3 Coursera（https://ja.coursera.org/）
教育技術の営利団体で、世界の多数の⼤学のコースを無償でオンライン上に提供
しています。
*4 StackOverflow（https://stackoverflow.com/）
コンピュータや情報技術、特にプログラミング技術に関するQ＆Aサイトです。

思考の糧ですね！

2018

第⼆章 -教育とトレーニング

https://www.facebook.com/sharer/sharer.php?u=https%3A//www.practitest.com/resource/state-of-testing-report-2020/
https://twitter.com/intent/tweet?text=https%3A//www.practitest.com/resource/state-of-testing-report-2020/
https://www.linkedin.com/shareArticle?mini=true&url=https%3A//www.practitest.com/resource/state-of-testing-report-2020/&title=2020%20state%20of%20testing%20&summary=&source=Linkedin
https://www.teatimewithtesters.com/
https://qablog.practitest.com/
https://www.practitest.com/?utm_medium=resource&utm_source=stot&utm_campaign=2020


Brought to you by:© 2020 - PractiTest & Tea-Time with Testers. All rights reserved. 13

過去3年間にカンファレンスや講習会に参加しましたか？
過去3年間に公式、あるいは⾮公式な講習会、カンファレンス、セミナーなどに（ネット上での参加を含め）参加しましたか？

TestLeadership
Conference StarCanada Testing United Argentesting SAEC

Rapid Software Testing

StarEastSTP ConfQA&Test

copenhagen Context

GTAC QA or Highway
Conference

COMAQAJaSSTRomanian
Testing Conference

WeTest Conferenceheisenbug-moscowAgileTestingDays

OnlineTestConf StarWest Automation Guild QualityJam Eurostar Let’s Test South AfricaAgile DevOps EastTestBash

ASTQB Summit QA FestSelenium ConferenceTabara de testareExpo QAHUSTEFqa: challengeacceptedSauceCon

CAST
National Software

Testing Conference, (UK)PNSQCNordic Testing DaysTest Leadership CongressTestİstanbul
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6 〜 15⼈のテスター
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2020 2019 2018 2017

27

昨年のフィードバックに基づいて、組織内のテスターが1⼈の場合と2〜 5⼈の少⼈数のテストチームの
場合を区別するために、2つのグループに分けました。
組織におけるテスターの⼈数の平均規模は全体的に増加しており、2つの少⼈数のグループを合わせて
も最も少⼈数のグループは47.5%から42%に減少していることが分かります。これまで⾒てきたテスト
チームの規模が縮⼩しているという傾向とは逆の結果となっていますので、この指標には注意が必要で
す。
可能性がある説明（確認が必要ですが）は、テストは開発者やDevOpsエンジニアだけで⾏う些細な作
業ではないことに会社が気づくと、アジャイルチームやDevOpsチームに専任のテスターを組み込むこ
とに戻っていくということかもしれません。今後も注⽬しておきたいです。

2 〜 5⼈のテスター

テスターは⾃分1⼈

16〜 50⼈のテスター

51⼈以上のテスター

34

8
13

18

47.5

24

15.5
13.5

28

46

NA
11

15

26

43

14
16

組織内のテスターの⼈数

*2019年以前は最少の選択肢は1〜 5⼈のテスターでした。

組織内で働いているテスターは何⼈ですか？（複数のチームがある場合は全員）

NA NA
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あなたの会社が現在使⽤、開発、テストしているシステムや技術はどれですか？（複数回答あり）

77
75

62
59

49
45

34
42

29
27

27
31

36

26
26

34

24
26Web

デスクトップ

モバイル

社内開発システム

商⽤エンタープライズ
システム

マイクロサービス

アプリのセキュリティ

レスポンシブ／
プログレッシブ／
アダプティブ
（Webデザインの⼿法）

ユーザトラッキング／
データ分析39

43

14
13

22
23

19
18 12

11

6
4

4
3

2
1

医療／ヘルスケア

サンドボックス、
Kubernetes、Dockerなど

セキュリティ／
サイバーセキュリティ

AI／機械学習

シンセティック・モニタリング

IoT

VR（仮想現実）／
AR（拡張現実）

暗号通貨

NA
14

NA
14

4
4

公共サービス／
システム

ハードウェア／
組み込み

その他

2019

2020

テスト対象のシステム／技術

マイクロサービスとコンテナは、これらの技術が今後数年間は引き続き関連性があるという私たちの想定通りに存在感を増し続けています。
また、ほとんどの⼈がWebとモバイルをテストしていると答えてはいますが、それらの回答が少し減少していることがわかります。理由としては他社で再利⽤される製品
を開発している会社が増えているため、（利⽤する側の会社では）Webやモバイルクライアントを含めていないと考えられます。「その他」では、「⾃動⾞関連」
「ERP」「ネットワーク」「通信」などの技術がありました。

新しい技術の登場とそれがもたらす課題が、テスターにとってより多くの機会を⽣み出します。私たちは新しいことを学び、興味深い戦略、ツール、フレームワーク、メ
ソッドを考え出す必要に迫られるでしょう。カンファレンスやその他の現代的なプラットフォームを通じて、お互いに学び合う場がより関連性を持つようになると思いま
す。興味深いことに今回の調査では、いくつかのトレンドで提起された質問が別のトレンドで⼀部回答されています。

2
2暗号技術

NA
18ビッグデータシステム
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アジャイル／アジャイル的

独⾃のモデル／原則

どの構造的モデルにも
沿っていない

FDD-FeatureDriven
Development（機能駆動開発）

コンテキスト駆動

10.5

NA

NA

5.5

9

10

8

5

TDD（テスト駆動開発）

MT（モダンテスト）

20.522

BDD（ビヘイビア駆動開発） 2323

DevOps 3641

ウォーターフォール／
ウォーターフォール的 3032

8

8

8789

2020 2019

アジャイルは、昨年と⽐較しても依然として最も採⽤されている開発アプローチで
あり、成⻑するという私たちの想定通り伸びています。昨年の結果に続き、DevOps
はウォーターフォールを抜いて2番⽬に多いモデルで、昨年と⽐較してさらに5%増
加しています。驚くべきことに、ウォーターフォールが少し増加していますが（昨
年の30%に対して32%）、これがトレンドを表しているかどうかを⾒ていく必要が
あります。今年はFDDとMTを選択肢に追加しましたが、どちらも回答がありまし

た（それぞれ8%と5%）。
最後に、無視できない数の組織が構造的モデルに沿って仕事をしていないということは興味深いことで
す。これは彼らが独⾃のモデルを持っているのか、全く構造化されていない状態で仕事をしているのか
疑問なところです。

14

7

NA

17

16

26

37

7

NA

87

2017

13

9

NA

19

17

28

33

7

NA

89

2018

あなたの組織ではどのタイプの開発／テストモデルまたは原則に沿っていますか？（複数回答あり）

組織内の開発／テストモデルまたは原則

7© 2020 - PractiTest & Tea-Time with Testers. All rights reserved. 16
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あなたの組織ではCI（継続的インテグレーション）やCD（継続的デプロイ）を
使っていますか？

今年の結果を⾒ると、全体的なCIの使⽤割合は変わっていませ
んが（⼤体80%）、全てのプロジェクトで採⽤の割合が⼤きく
なっています。
このプロセスへのテスターの関与については答えは出ていませ
ん。私たちの考えでは、CIプロセスの品質⾯や開発中の製品の
安定性に対する全体的な重要度を考えると、テスターはCIプロ
セスの定義と実⾏の⼀部であるべきだと思います。

全てのプロジェクトで採⽤

いくつかのプロジェクトで採⽤

⾮採⽤

CI／CDって何？

その他

20182020 2019

38.5 42.0

14.5

2.5 2.5

41.5 38.5

16.3

1.5
2.1

40.0 36.0

18.0

4.0 2.0
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テストの組織はCI／CDプロセスの⼀部ですか？

はい、報告を受け、テストへの
フィードバックとして使っています。

はい、私たちはプロセスの定義と
維持に積極的に関わっています。 46% 15%

8%

15%

いいえ、報告は受けますが、
それ以上のことはしていません。

いいえ、CI／CDがあることは
知っていますが、私たちはこの
プロセスに関わっていません。

16%CI／CDを持っていません、または
私たちは関わっていません。

今回の調査ではこの質問を追加し、CI／CDプロセスの⼀部としてのテストチームの関与の度合いを確認しま
した。
上記の質問の回答結果を⾒ると、回答の61%以上でテスターがフルメンバーとして、あるいは少なくともレ
ポートの「内部顧客」として、何らかの形でプロセスの⼀部に関わっていることがわかります。私たちは残
りの39%のテスターがより意味のある積極的な役割を果たし、CI／CDプロセスのいくつかの側⾯に関わって
いくことができると考えています。

CIまたはCDを使って仕事をしていますか？
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組織における
テスト
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76
75

57

47

46
46

36

31
34

30

28

28
18
19

17
18
18

6
7

43

38
41
44

このリストには、アプリケーションを
⼿動でテストする以外に、やるべきこ
とについていくつかの気付きがあるは
ずです。

テスターがチーム全体のために「テス
ト・イネーブルメント（Test
Enablement）」と私たちが呼んでい
るものに注⼒している様⼦が、テスト
データの⽣成、環境の準備、テストの
コーチングなどのタスクなどから⾒て
取れることを嬉しく思います。今年の
⼤きな動きとしては、顧客サポート、
TDD／ATDD／BDD、そして⾮常に興
味深いことにコーディングがありま
す。

本番データの分析（既に43%を占めて
いる）と本番環境へのデプロイ／ログ
監視のような本番環境（および
DevOps）に関する作業についても注
⽬していきます。

56

38
35
35

43

49
51

30

25

25

20

組織におけるテスターの作業

57

テスト以外に、テスターは組織内でどのような作業をしているのでしょうか？（複数回答あり）

テストデータの管理

テスト⾃動化／スクリプト作成（全項⽬、リグレッション、負荷、API等）

テストやその他業務のためのツール開発

テスト／開発環境の整備

品質レポート／動向の作成

インテグレーション／デプロイ

要求獲得

ユーザーストーリー作成

本番環境の監視

顧客サポート／トレーニング

TDD／ATDD／BDD

単体テスト（他のテスト業務に加えて）

コーディング

本番環境へのデプロイ／ログ監視

専⾨サービス／販売サポート

⽂書化／テクニカルライティング

本番環境／ユーザデータの分析

テストのコーチング／コンサルティング

50
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82

テスト技法と⽅法論
どのテスト⼿法を⽤いてテストをしていますか？（複数回答あり）

これらの数値は、テスターが多くのスクリプト化技法と探索的テストを組み合わせて、さらにアドホックテストを追加するという
ように、いかに異なるタイプのテスト技法を取り混ぜて仕事を進めているかを引き続き⽰しています。テストの計画と設計におい
て、構造化されたテスト仕様化技法が未だ⼤きな役割を果たしているということもまた興味深いです。

84

探索的テスト／
セッションベースドテスト

64 61

伝統的なスクリプトベース確認

37

バグ出し／テストセッション

調整されたユーザー
（ベータ）テスト

1414

9

54 56

NA

60

アドホックテスト

22

A／Bテスト

68

7 9

製品遠隔測定（テレメトリー）の分析

10

モブテスト

37 42

29

27 28

ペアテスト

2823 20 24

ユーザーシミュレーション、
ペルソナテスト

NA NA

58

NA

テスト仕様化の技法
（同値分割、境界分析など）

29 30

NA

製品ログのレビュー
（本番環境またはテスト環境）

82

2626
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例年の結果と同様です。ユーザーストーリーや正式な要求仕様は、何を実⾏するかを決めるために必要な情報を得
るための重要な情報源となっています。他の情報源のトップは、明らかな顧客からのバグ報告や過去の経験など
で、これが2番⽬に重要な情報源となります。これは、業界のプロフェッショナリズムの成⻑と⻑年の経験による
ものであり、驚くべきことではありません。

テストを⾏うために必要な情報はどのようにして得ていますか？

ユーザー
ストーリー

79%

70%

54%

その他

2%

20%

62%

正式な
要求仕様

13%

36%

顧客／プロダクト
オーナーへの
インタビュー

6

正式なプロセス
（STPAなど）

本番環境／
監視ツールの
ログ

アプリ
ケーション
モデリング

65%

顧客からの
バグ報告

53%

探索的テスト／
経験則に基づいた
作業

チーム内の
ブレイン
ストーミング

他のテスト
プロジェクトでの
過去の経験

テストのための情報源
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How
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2020

2019

テスター以外によってどれくらいの割合のテストが実施されているのでしょうか？
多くの組織では、他のチームメンバーも正式なテストプロセスに参加しています。（開発者、プロダクトオーナー、サポート、エンドユーザーなど）

最初のカテゴリーは2つに分けて、テスターのみで全てのテストを実施しているチームの割
合を確認しました。これは10.5%のケースでしか⾒られませんでした。また、最初の2つの
カテゴリーを合わせると、テストの90%から100%をテスターが⾏うと回答した⼈の割合が
減少していることがわかります。

これは、テスターがテストの50%未満しか⾏っていない組織が10%から13%に増加している
という事実と符合します。「チーム全体テスト運動」が単なる机上の考えではないことを
⽰しています。

10%未満 10〜 50% 50〜 75%テスターのみで全ての
テストを実施している

テスターではない
担当者が全てのテスト
を実施している

353755 11 8 2 24010 NA
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44 25

プログラマー
運⽤担当

プロダクトオーナー
マネージャー

あなたの組織では、他に誰がテストに参加していますか？
先ほどの質問の続きですが、社内でテストを実施している⼈の中に、専任のテスターではない⼈がいる場合、その⼈たちは誰なのでしょう。

7

カスタマーサポート／
カスタマーサクセス

0.5

営業

11

その他

12

顧客
エンドユーザー

当然のことながら、プログラマーはテスト活動を⾏う⾮テスターの中で最⼤のグループです。プロダクトマネージャーも
また、約4分の1の組織でその役割を担っています。しかし、興味深いのは、カスタマーサクセス／サポートなどの顧客
に関わる役割の参加であり、これは、テストがバグの発⾒から製品の品質を確保することへとシフトしていることを⽰し
ています。

他にもたくさんの回答がありましたが、その中でも特に興味深かったのは、UXエキスパート、ドメインスペシャリス
ト、マネージャーなどの回答でした。
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バグ管理システム
（Bugzilla、Jira、
Redmineなど）
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多くのチームがアジャイル開発を採⽤するにつれて、テスト管理作業の⼤部分をアジャイルワークフローツールが占めるようになってきまし
たが、OfficeやEメールのようなテスト⽤ではなく開発⽤でもないシステムも重要な役割を果たしていることがわかります。
前年に⽐べて、マインドマップや探索メモ⽤ツールの使⽤率が減少しています。

76% 54% 52% 17%

アジャイルワークフロー
ツール（Trello、Jira Agile
など）

MS Excel、Word、
それらの類似製品

43%

ソース管理ツール
（GitHub、BitBucket
など)

40%

テスト／QA管理ツール
（QC／ALM、TFS、
PractiTestなど）

マインドマップ

17%

プロジェクト管理
ツール

テスト管理ツール
テスト管理にはどのようなツールを使⽤しているのでしょうか？

16%

探索メモ⽤
ツール
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6
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テスト管理プロセス
チーム内のテスト管理とコミュニケーションに影響を与えている最⼤の課題は何ですか？（複数回答あり）

⾃動化と全チームテストの存在感が増しているこ
とを考えると、最⼤の課題の中に⾃動テストと⼿
動テストの結果の統合、テストプロセス／製品の
状態の可視化があることは、驚くべきことではあ
りません。

時間の限られたリソースの調整。
多数のプロジェクトを担当する⼩チームのコーディネート。
複数の外部企業から来るコンポーネントのテストプロセスを統合する。
シニアマネジメントにテストプロセスを理解してもらう。
テスト作業の優先順位付け。
ユーザーテストの調整。

37

どのようなテスト
を書いて実⾏する
かを知る

47

⾃動テスト／
⼿動テストの統合

その他

16

テストの割り当て
／実⾏のフォロー
アップ

27

⼤量かつ複雑な
データの整理

27

複数のタイプの
テストをプロセス
に統合する
（スクリプト、
探索、アドホック
など）

39

テストプロセス
／製品の状態を
可視化する

35

エンドツーエンド
プロセスの統合：
要求、テスト、
実⾏、バグ追跡

23

本番テストデータ
と本番前テスト
データの統合

40

開発者／他の
チームメンバーを
テストプロセスに
含める

他の回答の中にも⾯⽩いものがありました：
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単体テストが増加傾向にあります。これは2つの意味で励みになります。1つは、チームがテストプロセスのこの側⾯への投
資を増やしていることを意味しているかもしれないことで、もう1つは、テスターが開発プロセス中のテスト活動の責任範囲
を拡⼤する領域として単体テストを捉えていることを意味しているかもしれないからです。

また、データ解析やBDDの使⽤の減少が⾒られます。
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スクリプト化／⾃動化
あなたの組織では、スクリプト化や⾃動化をどこで使っていますか？

2020 2019 2018

⾃動化して
いない

機能テスト／
リグレッション
テスト

継続的インテグ
レーション（CI）
／継続的デリバリー
（CD）

負荷テスト／
ストレステスト

単体テスト テストデータ
の⽣成

Specflowや
Gherkinなどによる
BDDスクリプト

⾃作
スクリプト

製品のモニタ
リング／
アラート

ログ／データ
解析

シンセティック
モニタリング

どこが⾃動化
されているか
分からない

77 7576

NA NA

17 1620
11 1211

50
43

50 53
4045 41 4140

29 2828

19 1617 18 16
121111

54 4 2 3
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2020

2019

2018

2017

第三章 -組織におけるテスト

リスク分析（ビジネス、機能、または技術的なリスク）

静的テストの活動

全体的に静的テストの活動が減少していますが、これは今後も注視する必要があります。唯⼀の例外は、3年前から静的コード解析が増加傾向にあることです。

58

52

49

51

47

42

39

39

37

33

29

19

28

18

13

63

55

52

50

50

47

44

42

41

39

34

23

23

NA

19

68

52

61

43

54

56

50

53

47

44

NA

NA

20

NA

NA

70

56

69

43

NA

49

56

62

NA

NA

NA

NA

NA

NA

NA

要求分析

プロジェクトの振り返り

上位／下位レベルテスト計画

コードレビュー

レビュー／デモセッション

テストのレビューミーティング（内部または外部）

開発者／プロダクトマネジメントとの定例進捗会議

デザインレビュー

顧客課題の分析

テストカバレッジ分析／レビュー

バグ密度分析

静的コード解析

テスト報告

製品ログ／モニターの分析
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組織におけるテストプロセスやテスト技法の適⽤
どのようなプロセスや技法に従い、実施していますか？

本番環境での
テストシフトレフト

テスト

モダンテストの
原則

33%
36%55%

伝統的なテストから最新のテストプロセスへの移⾏が進んでいます。テスト活動が右にも左にもシフトしていることが
⾒てとれ、正式に本番環境でテストしていると答えた回答者もかなりいます。 -品質⼯学にとって⼤きな前進です。

もう⼀つの興味深い重要な発⾒は、調査に回答した⼈の3分の1が「モダンテストの原則」の採⽤について⾔及している
ことです。数値が少し⾼いのは、この調査の運営員の多くがモダンテストのコミュニティに属していることを考える
と、サンプリングのバイアスによる結果かもしれません。いずれにしても、このレポートをお読みの⽅には、
Page＆ Jensenが提唱した「モダンテストの原則*」を確認することをお勧めします。

カオス
エンジニアリング

9%

シフトライト
テスト

14%

その他

7%
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【⽇本語翻訳チームコメント】
*Modern Testing Principles（https://www.angryweasel.com/ABTesting/modern-testing-principles/）
Alan PageとBrent Jensenが現代のテストへの取り組みの考え⽅として提唱している7つの原則。
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テストドキュメント
テスターは社内でどのような種類のテストドキュメントを作成していますか？（複数回答あり）

驚くことではありませんが、最も⼀般的なレポートタイプはバグレポートであり、次いでテストレポートと上位テスト計画が続きま
す。昨年と⽐較すると、マインドマップの使⽤が減少していますが、これが⼀貫した傾向であるかどうかを確認する必要があります。

2020

2019

2018

NA NA

NA

NA

NA

60

50

49

45

35

35

23

18

9

18

22

74

24

4

65 61

61

51

50

38

35

26

19

17

15

53

52

45

36

33

29

20

12

20

26

78

25

17.67

テストレポート

上位テスト計画

チェックリスト

詳細テストスクリプト

ダッシュボード

下位テスト計画

マインドマップ

テストチャーター

リーンドキュメント

ライブドキュメント
（実例による仕様（Specificationby Example）、BDDなど）

製品／テストカバレッジ概要

バグレポート

テスト全体計画

テストドキュメントはない
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テストチームの課題
あなたの組織のテストチームやチーム作業では、以下の事項の難易度はどれくらいですか？

会社の仕事に早期に関わること

テストデータ／環境の管理

時間管理

チーム規模

教育

政治的／⽂化的な問題

チーム予算

困難

とても困難

困難ではない

43 29 28

42 30 28

44 32 24

41 29 30

36 36 28

36 33 31

35 24 41

31 30 39

チェンジドライバー（技術／⽅法論）
についていく 28 40 32

開発者との意思の疎通 20 26

アジャイルチームでの作業への適応 20 30 50

良いテストツールの⼊⼿ 28 32 40

39 31 30

テスト以外の関連作業に当てる
時間 30 34 36

54

オフショア／アウトソーシングの
活⽤ 22 26 52

組織／経営幹部へのテストの価値
の伝達 41 29 30

チーム全体テスト

コーディング開始前に製品を
理解するための業務体験
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テスト⽅法の変化
「⾃由回答」の⼀部として、チームやプロセスに新しいことをどのように導⼊しているのか尋ねることが好きなのですが、
かなり興味深い回答がありました：

テスト管理ツールの実装、システムの性能テストの導⼊

リグレッションスイートの⾃動化を試みましたが、今のところそれ
ほど成功していない。

設計時のリスク分析の強化。私は、デザイングループの重要な役割
を担えるくらい製品について⼗分な経験を持っています。リスクや
潜在的なエラーは、早期、つまり実装前に発⾒されることが多いで
す。

私は2019年初頭に公式に⾃動テストを実装し、前年に⽐べてリリー
ス後のバグを30%減少させました。

テストコードベースのコード品質を向上させるために開発者を雇う
ことは、テスト⾃動化やフレームワークに関係している様に感じて
います。そのような状況でやっているテスターが他にもっといれば
⾯⽩いのだけど...。

ウォーターフォールではなくアジャイルプラクティスにシフト

APIとAPIテストに関するチームのトレーニングセッションを⾏っ
た。

テスターの役割を基本とするQAから、テストの提唱者や推進役
としてのQAとテストも担う開発の形態に移⾏中です。

チームをアジャイルプラクティスに向かわせるために、テスト⾃
動化とCI／CDを使う。こうしているのは、単にアジャイルプラ
クティスを提唱するだけでは、うまくいかなかったからです。こ
れがどのような影響をもたらすかをはっきりさせるには、もう少
し時間がかかります。

以前はスクリプトテストや形式的なテストを多く⾏っていたが、今
年は探索的テストに⼒を⼊れ、より多くのバグを発⾒することがで
きた。
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テストの世界で今後3〜5年で重要になる新しい技術やテーマ

IOT 機械学習 拡張現実／
仮想現実

ニューラル
ネットワーク

IAST（対話型アプリケーション
セキュリティテスト）／

RASP（ランタイムアプリケーション
セキュリティテスト）

技術者倫理

データ分析

ノーコード

観測性

今後どのようなトピックや分野が「ホット」になるのかを理解するために、回答者へ向けた別の⾃由回答形式の質問になります。
若いテスターや、今後どの技術に対して⾃分の知識を深めるかを⾃問⾃答している⼈たち、ここに興味深いアイデアがありますよ！
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第三章 -組織におけるテスト

テスト以外の追加活動
「⾃由回答」の⼀部として、新しいことをチームやプロセスにどのように導⼊しているかを質問していますが、
興味深い回答がいくつかありました：

チームの
コーチング

CI／CDパイプ
ラインの開発

本番環境への
デプロイ

カスタマー
サポート／デモ

モニタリング／
警告

顧客コンサル
タント

新しいチーム
メンバーへの

研修

UI／UXと
アプリケーション
のデザイン

クロスファンク
ショナルビジネス

分析

スクラムマスター
タスク

機能の実装

要件収集

リリース調整

変更管理

ユーザー
ストーリー
作成

アプリケーションの
プログラミング／
バグ修正
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成功するために必要なテストのスキルと知識

第四章 -自己啓発

重要でない 重要 非常に重要 重要でない 重要 ⾮常に重要

運⽤管理 36 54 11

機能テスト⾃動化／
スクリプト作成

3 35 48

セキュリティテスト 8 44 48

コミュニケーションスキル 1 20 79

コーチング／トレーニングスキル 9 53 38

アジャイル開発⽅法論 9 51 39

クラウド環境のテスト 18 57 25

エンタープライズ系ソフトウェアや
プロセスのテスト（ERP、CRM、BIなど） 31 54 15 パフォーマンス／負荷テスト 7 55 62

APIテスト 4 43 54

Web技術／テスト 3 42 54

IoTテスト（モノのインターネット） 36 49 14.

モバイル技術／テスト 12 54 34

テスト／実験の設計 5 49 46

⼀般的なテスト⽅法論 1 46 53

組み込みシステム／テスト 29 55 15

対顧客スキル 21 49 30

データ分析 16 54 30

プログラミングスキル 14 58 29

ビジネススキル 28 54 19

機械学習テスト／AI 31 51 18

ビッグデータテスト 27 55 18

マイクロサービステスト 19 55 27

テスト⾃動化パターン、
原則、実践 4 45 51
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テストの未来

テスターまたは
テストマネージャー

テストコンサル
タント／コーチ

5年後に何をして
いるか分からない

プログラマー／
リードプログラマー

ビジネスに関わる
仕事

リタイア

2020

2019

2018

41

39

38 8

8

8

6

8

7

6

7

6

2

1

1

2

2

1

17

17

1919

19

18

技術業界には
いない

アジャイル管理に
関する仕事

5年後の⾃分は何をしていると思いますか？

https://www.facebook.com/sharer/sharer.php?u=https%3A//www.practitest.com/resource/state-of-testing-report-2020/
https://twitter.com/intent/tweet?text=https%3A//www.practitest.com/resource/state-of-testing-report-2020/
https://www.linkedin.com/shareArticle?mini=true&url=https%3A//www.practitest.com/resource/state-of-testing-report-2020/&title=2020%20state%20of%20testing%20&summary=&source=Linkedin
https://www.teatimewithtesters.com/
https://qablog.practitest.com/
https://www.practitest.com/?utm_medium=resource&utm_source=stot&utm_campaign=2020


Brought to you by:© 2020 - PractiTest & Tea-Time with Testers. All rights reserved. 38
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職業の安定性についてどれくらい不安がありますか？

2017

11%

30%

59%
52%

2018

48%

2019

17%

39%

42%

2020

19%

33%

15%

36%

やや不安がある不安はない とても不安がある

⾃分たちの職業に対するテス
ターの確信度が⾼いのはよいこ
とです。これは、私たちの業界の
将来に対する信任投票です。テ
スターの役割が保証されている
ことは意味しませんが、私たち
が提供する価値がしっかりして
おり、チームの成⻑のために必
要とされていることを意味して
います。
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政治にあまり時間を費
やさず、ソリューショ
ン指向で

テスターとして、あなたの仕事をより良くするために何（⼈、あなたの組織、業界に関して）が
変わって欲しいと思いますか？

テスターはどのような変化、あるいは改善を望んでいるのでしょうか

各チーム2⼈以上の
テスター

プロジェクトの初期段階
にQAを含める／関与さ
せる -計画や設計段階に
⼗分な時間をとるよう計
画する

今以上にテストを重視する
経営者やソフトウェア開発
者

シフトレフトの原則への同
意の増加

さらなるチーム全体の
アプローチ

現実的なプロジェクトの
期間

俊敏性の向上、ソフトウェ
ア開発ライフサイクルの早
い段階での関与、ユーザビ
リティの決定へのさらなる
関与、およびソフトウェア
の設計の改善

8ヶ⽉で「テスターにな
る⽅法を学ぶ」コースは
なくなってほしいです
ね。

全体的なコミュニケーショ
ンを取るだけでなく、テス
トやIT全体への理解を深め
ること。

「⼿動テスター」や「テス
ト⾃動化開発者」などの狭
い役割にとどまらず、チー
ム全体のテスト提唱者やテ
ストコンサルタントと⾒な
されれば、私たちの価値は
もっと上がるでしょう。

テスト⾃動化ツールは、第
1級のソフトウェアになる
か、単体テストのように統
合されるべき

企業には、すべてのアプリ
がWebやマイクロサービス
ベースのわけではないこと
を理解してほしい。⼀部の
アプリはシッククライアン
ト（thick client）であり、異
なるアプローチが必要で
す。同様に別のアプローチ
が必要なセキュリティアプ
リもあります。

第四章 -自己啓発
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⾃⼰学習者

あなたが採⽤マネージャーの場合、テストの業務に採⽤しようとしている⼈たちに望むスキルを
変更したり追加したりしましたか？
それらはどのようなスキルですか？

テスト⾃動化／
コーディング能⼒を

特に重視

プログラミングスキル 問題解決⼒／
マルチタスク能⼒

（開発者とうまく
やっていける）
チームプレイヤー

製品／ビジネス思考

優れたコミュニ
ケーションスキル
／⼈間関係の
維持能⼒

主張を持ち
創造的に考えられる

熱意 より多くのフロント
エンドの経験

負荷テスト／
セキュリティテスト

の知識

問題解決、
プロアクティブ、
技術的スキルによる

結果指向

⾃動化ツールの経験

パズルが得意な⼈

適応性／柔軟性

CI／CDの経験コーチング／
リーダーシップ

IoT知識の気付き アジャイル関連スキル
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このレポートの情報から私たち
それぞれが何か異なるものを得
ると思います。その理由は、私
たちの仕事の中で気付くことが
多いのですが、全てはコンテク
ストによるからです。

このレポートの情報と分析が、あなた、
あなたの同僚、あなたのチーム、そして
私たちのグローバルコミュニティ全体
が、より良いテストの専⾨家になるため
の道を歩み続けるのに役⽴つことを願っ
ています。

ソフトウェア産業に影響を与えている複
雑な進化の⼀部として、私たちの職業も
進化していることに疑いの余地はありま
せん。このプロセスは、私たちがより効
率的になるだけでなく、サービスの価値
を再定義し、チーム、企業、顧客のため
に価値を⽣み出すアプローチを再設計す
ることを余儀なくさせています。

Brent JensenとAlan Pageによるモダンテ
ストの原則（Modern Testing
principles）を引⽤すると、私たちはテス
トの⽬標を「出荷可能な品質の達成を加
速させること」に集中し、可能な限り広
い意味でこれを遂⾏しています。

そうです、私たちは品質の達成を使命と
しています。しかしテストでは品質を製
品に作りこむことはできません。そうで
す、私たちはチーム内でテストプロセス
のかじをとる必要があります。しかし、
テスト全てを⾃分で⾏うことはできませ
ん。そうです、私たちは使⽤価値に注⼒
する必要があります。しかし、このプロ
セスに（少なくとももっと多くの）ユー
ザーを巻き込む⽅法も⾒つける必要があ
ります。

冒頭の⾔葉に戻りますが、世界はいろ
いろ変化しています。その中には、し
ばらく前から起こっているものがあり
ますし、私たちの健康や安全保障、さ
らには私たちが暮らす環境に影響する
出来事によって、より速く引き起こさ
れているものもあります。

私たちの⽬標は、私たち⼀⼈⼀⼈がよ
り良い⼈、より良いプロになることで
貢献し、より良い明⽇へ向けて確実に
⼀歩ずつ前進して、私たちが住んでい
る世界を改善することです。

ではまた来年！

Lalit and Joel

おわりに
今年のテストの現状調査から私たちは何を学んだのでしょうか？
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PractiTestは、全てのQA活動を整理、実⾏、可視化するための
エンドツーエンドのテスト管理ソリューションです。次のこと
ができます：
ウォーターフォール、アジャイル、DevOpsで、どのようなテ
スト⽅法論についても⼿動、探索的、⾃動化など全てのテス
トタイプを組み込むことができます。
プロセスの統⼀化とチームのコミュニケーションの向上のため
に、最先端のバグ追跡、⾃動化、CI／CDの各ツールを統合的
に組み込むことにより、テストの全ての局⾯を関連付けられ
ます。
⾼度にカスタマイズ可能なレポートとダッシュボードを⽤い
て、リアルタイムなテスト結果から貴重な洞察を抽出して表⽰
できます。
よりスマートな意思決定と、より良いソフトウェアのより速い
リリースが実現できます。
詳細情報と15⽇間の無料トライアル版の⼊⼿についてはWeb
サイトへ：

PRACTITEST TEA-TIME WITH TESTERS

https://www.practitest.com

より詳細はWebサイトへ：

http://www.teatimewithtesters.com/

Tea-time with Testersは、世界に配信されているソフトウェアテ
ストの（オンライン）⽉刊誌です。これまでにない変化の波が
ビジネスやテスト業界、テスターのコミュニティに押し寄せて
きている現在、Tea-time with Testersは、明⽇のチャレンジに必
要な最新情報をお届けすることを約束します。それらの情報
は、ソフトウェアテストの世界をさらに深く、完全に理解する
のに役⽴つことでしょう。2011年の創刊以来、本誌はテスト刊
⾏物の関係者にとってひとつのベンチマークになっており、本
誌がソフトウェアテストの理論や考え⽅に関する真摯な報告を
初めて⾏いました。そして、改めて、技術的／企業ジャーナリ
ズムの全く新しいジャンルにより近く、より鋭く迫る最初のも
のになろうとしています。本誌は、世界中のテストコミュニティ
における唯⼀の⽉刊誌であり、そのコンテンツの品質、執筆
陣、独特な情報提供で知られています。現在、Tea-time with
Testersは、世界の英⽂テスト雑誌の中で最⾼の発⾏部数と読者
数を誇っています。
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